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研 究 課 題 南海トラフ大地震を見すえた自然大災害と地域連携を踏まえた大学ＢＣＰの総合的研究 

研究の中心となる

研究所 
中部地方産業研究所 

研 究 実 施 状 況 の 概 要 

研究成果の公表、学内・学外機関による評価の実施、外部資金獲得への取り組み状況等についても記述してください。 

 

2022 年度に実施した研究活動は以下のとおりである。 

①現地調査 

 岩手大学（9/12） 

東日本大震災時の状況とその後の危機管理の取り組み、大学としてのＢＣＰの取り組み状況などヒアリング

を行った。 

福島大学（9/13） 

東日本大震災時の状況とその後の危機管理の取り組み、大学としてのＢＣＰの取り組み状況などヒアリング

を行った。 

  

②最終報告書を刊行した。 

 内容は以下のとおり。 

 Ⅰ はじめに 

 Ⅱ 最終報告 

   [１]特別重点研究の概要と６年間の取り組み 

   [２]大学ＢＣＰ策定の現状と課題～新潟大学、早稲田大学、東京電機大学の各ＢＣＰを事例として～ 

   [３]被災地域現地調査のまとめ 

   [４]安否確認の現状と今後の解題・対策 

   [５]災害時の地域と大学の連携～ＢＣＰの視点を含めた地域開放大学避難所の課題～ 

   [６]大学ＢＣＰの視点からの自然災害時と新型コロナウイルス感染症を想定した複合災害下避難所 

     シミュレーション実験 

   [７]提言：愛知大学豊橋キャンパスをモデルとした大学ＢＣＰ策定に向けた留意事項 

 Ⅲ 調査活動 

   [１]熊本学園大学の熊本地震時の対応とその後の防災対策についての聞き取り調査 

   [２]岩手大学の東日本大震災時の対応とその後の防災対策についての聞き取り調査 

   [３]福島大学の東日本大震災時の対応とその後の防災対策についての聞き取り調査 

 Ⅳ 新型コロナウイルス感染症(ＣＯＶＩＤ-19)関連資料 3（完） 

 Ⅴ あとがき 

 

③外部評価の依頼 

 粕淵義郎氏（元徳島大学東南海・南海地震対策委員 災害対策アドバイザー）および磯打千雅子氏（香川

大学地域強靭化研究センター特命准教授）の２名に外部評価を依頼した。 

 


